
汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学
習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内
でのグループ・ディスカッション、ディベート、
グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニ
ングの方法である。」と定義されている。2014年の
文部科学省中央教育審議会の答申「新しい時代に
ふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、
大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について」

（文部科学省 2014）では「大学教育においては、
高等学校教育において培われた「生きる力」「確か
な学力」を更に発展・向上させるよう、教育内容、
学習・指導方法、評価方法、教育環境を抜本的に
転換する。「主体性・多様性・協働性」を育成する

Ⅰ．はじめに
2012年の文部科学省中央教育審議会の答申「新

たな未来を築くための大学教育の質的転換に向け
て～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する
大学へ」（文部科学省 2012）においてアクティブ・
ラーニングという言葉が登場してから10年が経過
している。用語集（文部科学省 2012）によるとア
クティブ・ラーニングとは「教員による一方向的
な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な
学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。
学修者が能動的に学修することによって、認知的、
倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた
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受ける機会がない。そのため、本実践報告では国際看護論におけるアクティブラーニングの取り組みを振り
返り、次年度以降の課題を検討することを目的とした。
　全ての授業回のアクティブラーニングを振り返ったところ「書かせて思考を促す」アクティブラーニングと

「ディスカッションを促す」アクティブラーニングを実施していた。しかし、アクティブラーニングを導入する
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した文献で報告されていた科目は、成人看護学、
基礎看護学、母性看護学、公衆衛生看護学、老年
看護学、小児看護学であった。武用ら（2016, 2017）
は看護倫理演習で、小坂・三浦（2021）は災害看
護でアクティブラーニングに関する報告をしてい
る。しかし、国内の原著論文で国際看護の科目に
おけるアクティブラーニングはフィリピンにおけ
るフィールドワークの報告（Oshida & Sasaki 2015）
のみであり、国際看護の講義でアクティブラーニ
ングをどのように実施しているか、参考にできる
報告は見つけられなかった。

私は2022年度から「国際看護論」を担当して２年
目になる。本学の「国際看護論」は必修科目であ
る「卒業研究」や「看護倫理」、「看護管理論」と
ともに「看護発展科目」として位置づけられてい
る。その中で「国際看護論」は、「災害看護論」

「仏教看護論」の３科目のうち１科目を選択する選
択科目として設定されている（淑徳大学看護栄養
学部学生便覧 2020）。国際看護論は一人の教員が
担当しているため、他教員から評価を受ける機会
がない。そのため、本実践報告では国際看護論に
おけるアクティブラーニングの取り組みを振り返
る必要があると考えた。

なお、文部科学省の答申（2012, 2014）ではア
クティブ・ラーニングとアクティブとラーニング
の間に「・」がついているが、当学部の学生便覧
ではつなげて表記しているため、アクティブラー
ニングとつなげて表記することにした。ただし、
引用した文献の著者が記述した表記は尊重し「・」
をつけた記述もある。

Ⅱ．目的
国際看護論におけるアクティブラーニングの取

り組みを振り返り、次年度以降の課題を検討する
ことを目的とした。

Ⅲ．実践報告
国際看護論は４年次前期に１単位、８回で構成

している。そのため、授業時間は２時間×８回、残り
29時間が事前事後学習である。Google classroomを
活用し、事前事後課題はすべてGoogle formで提出
してもらった。テキストは日本語、英語を含め複

観点からは、大学教育を、従来のような知識の伝
達・注入を中心とした授業から、学生が主体性を
持って多様な人々と協力して問題を発見し解を見
いだしていくアクティブ・ラーニングに転換し、
特に、少人数のチームワーク、集団討論、反転授
業、実のある留学や単なる職場体験に終わらない
インターンシップ等の学外の学修プログラムなど
の教育方法を実践する。」とされており、大学では
学生は受け身で授業を受けるのではなく、主体的
に学修することが求められている。大学における
看護系人材養成の在り方に関する検討会（2019）
でも「知識伝達型の授業形態から、ブレインストー
ミング、ロールプレイ、PBL（Problem-Based 
Learning）、シミュレーション教育の導入等、アク
ティブラーニングへの積極的な転換を図るなど、
ディプロマ・ポリシーを見据えながら、カリキュ
ラム・ポリシーにのっとり、講義、演習、実習を
有機的に関連づけ、組み合わせたカリキュラムと
なるように工夫することが必要である。」と示され
ている。本学の教育課程編成・実施の方針（カリ
キュラム・ポリシー）の「２教育方法」（5）には

「学生の主体的な学びを促進するため、参加型授業
やフィールドワーク、授業外の積極的な学修など
アクティブラーニングを取り入れた教育方法を実
践する。」と明記されており、アクティブラーニン
グを導入することは非常に重要である。

アクティブラーニングの手法には①ディスカッ
ションを導く（シンク・ペア・シェア、ブレイン
ストーミング、ワールドカフェ、フィッシュボウ
ルなど）、②書かせて思考を促す（ミニッツペー
パー、リフレクティブ・ジャーナル、ピア・エデ
ィティングなど）、③学生が相互に学ぶ（ピア・イ
ンストラクション、ジグソー法など）、④経験から
学ぶ（ロールプレイ、サービスラーニングなど）、
⑤事例から学ぶ（ケースメソッド、Problem-Based 
Learningなど）、⑥授業に研究を取り入れる（フ
ィールドワーク、ポスターセッションなど）、⑦授
業時間外の学習を促す（反転授業など）がある（栗
田 2017）。

佐藤ら（2022）が医学中央雑誌Web版を用いて
2012年以降にアクティブラーニングを取り入れた
講義や演習の現状、評価方法と効果について検討
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4．授業の詳細とアクティブラーニングの実際
１）第１回「国際看護の概念と対象」
目標
（1） 地球規模で物事を考える重要性と看護職が果

たすべき役割を考える。
（2） 国際化を考慮した看護がどこで必要とされる

か理解する。
（3） 日本での一般的な対象と国際看護の対象との

違いと特徴を理解する。
上記の目標を達成するために、事前事後課題で

「書かせて思考を促す」アクティブラーニングを実
施した。事前課題でSDGsおよび国際看護とは何
か、について調べることで、これから国際看護を
学修するという動機づけを行った。第１回は知識
伝達型の講義のため、事後課題では理解度を確認
するため国際看護の概念と対象について理解した
ことを記述し提出してもらう「書かせて思考を促
す」アクティブラーニングを実施した。
２）第２回「看護における文化」
目標
（1） 看護の本質に対象者の文化的権利を尊重する

ことが備わっていることを理解する。
（2） 看護実践は対象者の文化的背景によって変わ

ることを理解する。
（3） 看護実践においてどのような文化的能力が必

要かを理解する。
上記の目標を達成するために、「ディスカッショ

ンを導く」アクティブラーニングを実施した。事
前課題で①日常生活で文化が異なると感じた場面
について、②これまでの実習の中で文化が異なる
と感じた場面はあったか、想起してもらい、授業
当日は洗濯した靴下１足を各学生に持参してもら
った。授業の冒頭で、学生を４～５人のグループ
にわけ、100均で購入したピンチハンガーを各グ
ループに一つ渡した。学生には、①その靴下を持
ってきた理由、②洗濯して濡れた靴下をどのよう
に干すか、③乾いた靴下をどのようにしまうか、
実演をしてもらうこと、そしてそれはなぜそのよ
うなやり方を行うのか、についてグループでディ
スカッションを行い、グループごとに発表をした。
濡れた靴下を干す時には、ピンチに爪先をはさむ、
ゴム側をはさむ、１組にしてピンチにはさむ、１組

数冊必要となるため、参考文献として提示はして
いるが費用対効果を考えて、購入は義務づけてい
ない。

１．授業の目的
文化背景の異なる対象を受け入れ共生を模索す

る看護である多文化共生看護について学ぶ。

２．授業の内容
2015年９月の国連サミットで加盟国の全会一致

で採択された「持続可能な開発のための2030アジ
ェンダ」に記載された2030年までに持続可能でよ
りよい世界を目指す国際目標がSustainable 
Development Goals（以下、SDGsとする）である。
SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取
り組むユニバーサル（普遍的）なもので、日本も
積極的に取り組んでおり、看護職の貢献も求めら
れている。また、国内に目をむけると来日する外
国人は年々増加し、定住する人が増えている。本
科目では、文化背景の異なる対象を受け入れ共生
を模索する看護である多文化共生看護について学
ぶ授業目的を達成するために、国際看護の概念と
対象、看護における文化、世界の健康問題と看護
実践、在日外国人への看護、外国人看護師との協
働、国際協力におけるプライマリヘルスケア、多
文化共生看護を実践するために必要な能力につい
て学ぶ。

本科目は、看護基礎科目及び専門科目全般で
学んだ看護の基礎知識をもとに学修する科目であ
る。

３．授業の到達目標
１） 国際社会における保健・医療・福祉の現状と

課題について説明できる。
２） 多様な文化背景をもつ人々の生活の支援に必

要な能力を説明できる。
３） 国際社会における健康課題と戦略を理解し、

今後の看護職に求められる役割や責任につい
て考察できる。

した文献で報告されていた科目は、成人看護学、
基礎看護学、母性看護学、公衆衛生看護学、老年
看護学、小児看護学であった。武用ら（2016, 2017）
は看護倫理演習で、小坂・三浦（2021）は災害看
護でアクティブラーニングに関する報告をしてい
る。しかし、国内の原著論文で国際看護の科目に
おけるアクティブラーニングはフィリピンにおけ
るフィールドワークの報告（Oshida & Sasaki 2015）
のみであり、国際看護の講義でアクティブラーニ
ングをどのように実施しているか、参考にできる
報告は見つけられなかった。

私は2022年度から「国際看護論」を担当して２年
目になる。本学の「国際看護論」は必修科目であ
る「卒業研究」や「看護倫理」、「看護管理論」と
ともに「看護発展科目」として位置づけられてい
る。その中で「国際看護論」は、「災害看護論」

「仏教看護論」の３科目のうち１科目を選択する選
択科目として設定されている（淑徳大学看護栄養
学部学生便覧 2020）。国際看護論は一人の教員が
担当しているため、他教員から評価を受ける機会
がない。そのため、本実践報告では国際看護論に
おけるアクティブラーニングの取り組みを振り返
る必要があると考えた。

なお、文部科学省の答申（2012, 2014）ではア
クティブ・ラーニングとアクティブとラーニング
の間に「・」がついているが、当学部の学生便覧
ではつなげて表記しているため、アクティブラー
ニングとつなげて表記することにした。ただし、
引用した文献の著者が記述した表記は尊重し「・」
をつけた記述もある。

Ⅱ．目的
国際看護論におけるアクティブラーニングの取

り組みを振り返り、次年度以降の課題を検討する
ことを目的とした。

Ⅲ．実践報告
国際看護論は４年次前期に１単位、８回で構成

している。そのため、授業時間は２時間×８回、残り
29時間が事前事後学習である。Google classroomを
活用し、事前事後課題はすべてGoogle formで提出
してもらった。テキストは日本語、英語を含め複

観点からは、大学教育を、従来のような知識の伝
達・注入を中心とした授業から、学生が主体性を
持って多様な人々と協力して問題を発見し解を見
いだしていくアクティブ・ラーニングに転換し、
特に、少人数のチームワーク、集団討論、反転授
業、実のある留学や単なる職場体験に終わらない
インターンシップ等の学外の学修プログラムなど
の教育方法を実践する。」とされており、大学では
学生は受け身で授業を受けるのではなく、主体的
に学修することが求められている。大学における
看護系人材養成の在り方に関する検討会（2019）
でも「知識伝達型の授業形態から、ブレインストー
ミング、ロールプレイ、PBL（Problem-Based 
Learning）、シミュレーション教育の導入等、アク
ティブラーニングへの積極的な転換を図るなど、
ディプロマ・ポリシーを見据えながら、カリキュ
ラム・ポリシーにのっとり、講義、演習、実習を
有機的に関連づけ、組み合わせたカリキュラムと
なるように工夫することが必要である。」と示され
ている。本学の教育課程編成・実施の方針（カリ
キュラム・ポリシー）の「２教育方法」（5）には

「学生の主体的な学びを促進するため、参加型授業
やフィールドワーク、授業外の積極的な学修など
アクティブラーニングを取り入れた教育方法を実
践する。」と明記されており、アクティブラーニン
グを導入することは非常に重要である。

アクティブラーニングの手法には①ディスカッ
ションを導く（シンク・ペア・シェア、ブレイン
ストーミング、ワールドカフェ、フィッシュボウ
ルなど）、②書かせて思考を促す（ミニッツペー
パー、リフレクティブ・ジャーナル、ピア・エデ
ィティングなど）、③学生が相互に学ぶ（ピア・イ
ンストラクション、ジグソー法など）、④経験から
学ぶ（ロールプレイ、サービスラーニングなど）、
⑤事例から学ぶ（ケースメソッド、Problem-Based 
Learningなど）、⑥授業に研究を取り入れる（フ
ィールドワーク、ポスターセッションなど）、⑦授
業時間外の学習を促す（反転授業など）がある（栗
田 2017）。

佐藤ら（2022）が医学中央雑誌Web版を用いて
2012年以降にアクティブラーニングを取り入れた
講義や演習の現状、評価方法と効果について検討
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ラーニングを実施した。
３）第３回「世界の健康問題と看護実践」
目標
（1） 世界にはどのような健康問題があるか説明で

きる。
（2）国際的な看護実践について説明できる。

上記の目標を達成するために、事前課題では結
核の新規感染者数が多い国名および、その国の結
核の対策について調べる「書かせて思考を促す」
アクティブラーニングを実施した。

授業は日本と世界の健康問題の違い、グローバ
ルヘルスの指標、HIV/AIDS、結核、マラリアな
どの主要な感染症とその対策について、子どもの
栄養状態など知識伝達型の講義を行った。また、
私が在日ブラジル人の健康支援のためにブラジル
研修で学んだブラジルと日本における、医療と高
齢者ケアの違いについて説明した。また、その経
験を保健師として母子保健分野でどのように活用
したか説明をし、次回の在日外国人への看護を学
ぶ動機づけとした。事後課題は、過去の国家試験
問題から世界の健康問題に関連する問題を選択し
て出題し、授業内容を振り返る機会とした。
４）第４回「在日外国人への看護①」
目標
（1） 在日外国人の現状を理解し、コミュニケーシ

ョンの工夫について説明できる。
上記の目標を達成するために、事前課題では

①在日外国人が日本で医療機関を受診するときに、
どんなことに困っているのか、文献を調べる、②学
生が居住する自治体で生活している外国人の国籍
を多い順に５カ国調べる、「事例から学ぶ」アクテ
ィブラーニングを実施した。

授業は、在日外国人が医療機関を受診するとき
に言葉が通じず困っていることを事前学習で学ん
でいるため、具体的な対応方法は、対面通訳を探
す、母国語に翻訳されたものを使う、通訳者のい
る医療機関を探す、遠隔通訳を使う、機械翻訳を
使う、「やさしい日本語」（武田 他 2021）を使う
ことについて説明をした。「やさしい日本語」は、
阪神淡路大震災で日本語と英語以外での情報が発
信されなかったため、言語が不自由な外国人は、
震災で家が住めなくなるなどの形で被災した上に、

にするが内側のみピンチにはさむ、片方ずつはさ
む、靴下を裏返してはさむ、など様々な意見がみ
られた。乾いた靴下のしまいかたは、靴下を二つ
や三つに折りたたむ、ゴムを返してくるりと丸め
る、ピンチハンガーに干したままでしまわない、
など、こちらも様々な意見がみられた。なぜ、そ
のように干したり、しまったりするか、について
は親のやり方をみて、やピンチにはさんだあとが
目立たないように、などの意見がみられた。

次に、事前課題の日常生活の中で文化が異なる
と感じた場面や実習中に文化が異なると感じた場
面の想起を促した。靴下の干し方、しまいかたの
グループディスカッションを通して、文化とは日
本人同士でも異なるものであること、実習中は高
齢者との文化の違いについて意見が多かったが、
同じ年齢同士でも文化は異なること、靴下の干し
方やしまいかたは親のやり方を参考にしていた学
生が多かったことから、文化は生活習慣による影
響が大きいこと、ましてや生活習慣が異なること
が多い外国人とは文化の違いがあることを振り返
った。異なる文化背景を持つ対象のアセスメント
として、Giger とDavidhizar（2002）の Transcultural 
Assessment Modelを紹介した。このモデルは６つ
の文化的側面から情報を収集し、対象の健康ニー
ズをアセスメントしたのちに、看護過程に基づき
対象の文化を尊重して計画・実施・評価を実践す
るものである。その６つの文化的側面とは「コミ
ュニケーション」「距離感」「社会組織」「時間感覚」

「環境に対する効力感」「生物学的差異」である。
その後レイニンガーの文化ケアの多様性と普遍

性（Leininger 1992）から、文化を考慮したケアに
は「文化ケアの保持または維持」「文化ケアの調整
もしくは取引」「文化ケアの再パターン化もしくは
再構成」と３種類あることを説明した。風邪をひ
いたときに甘酒を飲んでも良いか、子どもでも風
邪をひいたら甘酒を飲んでも良いか、向精神薬を
服用中に甘酒を飲んでも良いか、発熱したら水風
呂にはいっても良いか、など具体的な事例を用い
て多様性のみに着目するのではなく普遍性も考え
る必要があることを理解できるように促した。事
後課題では看護における文化について理解したこ
とを記述する「書かせて思考を促す」アクティブ
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オトマトペ（擬音語・擬態語）は伝わらない、ひ
らがなでメモに残す、言葉だけでなく物品を使っ
て説明する、ジェスチャーを使うなど配慮する必
要性があるという講義をしたあと、「やさしい日本
語」に変換するグループワークを実施した。４～
５人で１グループとし本学科で活用できるWeb学
習素材である「ナーシング・スキル」エルゼビア・
ジャパン（株）の「入院時の対応」のうち「患者
入院後の手順１～９で６を除く」（表１）を、トル
コ人を想定して、どのように声をかけるか、グルー
プディスカッションを経て意見をまとめ静電気
シートに記載するグループワークを実施した。グ
ループワーク終了後、学生１人あたり２枚の赤い

「いいねシール」を渡し、他のグループの静電気
シートを閲覧し、参考になる「やさしい日本語」
に対して、視覚的に理解しやすいように「いいね
シール」を貼ってもらい、どのような表現が良い
と評価されたかを全員で確認する、という「ディ
スカッションを導く」アクティブラーニングを実
施した。事後課題は、過去の国家試験問題から在
日外国人の看護に関する選択して出題し、授業内
容を振り返る機会とした。

その復旧過程で必要な情報を十分に手に入れられ
ないという点で二重に被災することになったこと
から、社会言語学者やNHKのアナウンサーらが協
働して、緊急時に必要な情報を簡単な日本語で提
供する方策を研究したものである（庵 2016）。「や
さしい日本語」は外国人のみではなく認知症、高
次脳機能障害、知的障がい、発達障がいがある人
とのコミュニケーション方法として活用できると
紹介されている（堀 2022）。日本国内の在留外国
人の国籍は2023年７月時点で１位中国、２位ベト
ナム、３位韓国、４位フィリピン、５位ブラジル

（出入国在留管理庁 2023）のため、母国語は中国
語、ベトナム語、韓国語、フィリピノ語、ポルト
ガル語であり英語ではない。日本で生活している
ため、英語より「やさしい日本語」のほうが通じ
る可能性がある。

学生は３年次の領域別実習で、介護保険施設で
実習をしているため高齢者とのコミュニケーショ
ン方法は実践で経験している。しかし外国人に対
する「やさしい日本語」では、高齢者と同様の短
い文節に区切る、ゆっくり話すに加えて、丁寧語・
尊敬語・謙譲語は使わない、外来語は伝わらない、

表１　入院時の対応　患者入院後の手順

１．患者本人であることを確認する。施設の基準に従い複数の患者識別法を用いて行う。

２．看護師の氏名を名乗り挨拶し、担当の看護師であることを伝え、病室へ案内する。

３． 患者へリストバンド装着の目的を説明し、承諾を得てから、患者本人であることを確
認してリストバンドを装着する。リストバンドは、記載されている名前や生年月日、
血液型が合っているか、本人や家族にも確認してもらう。

４．家族の情報と緊急連絡先を確認する。

５．全身状態を観察し、バイタルサインの測定を行う。

６．患者の身長、体重を測定する。

７． 患者や家族から、現在の症状の有無や状態、既往歴や生活状況、疾患などについての
情報を得る。看護情報提供書や診療情報提供書の持参の有無を確認する。

８． 患者が持参している内服薬がある場合、内服状況を確認する。さらに、外来処方箋と
入院時処方箋の内容を照合しながら、患者とともに確認する。

９． 食事や薬剤などのアレルギーの有無を確認する。アレルギーがある場合には、食事や
物品を変更したり、医療従事者間で情報を共有する。

（エルゼビア・ジャパン株式会社より許諾を得て掲載）

ラーニングを実施した。
３）第３回「世界の健康問題と看護実践」
目標
（1） 世界にはどのような健康問題があるか説明で

きる。
（2）国際的な看護実践について説明できる。

上記の目標を達成するために、事前課題では結
核の新規感染者数が多い国名および、その国の結
核の対策について調べる「書かせて思考を促す」
アクティブラーニングを実施した。

授業は日本と世界の健康問題の違い、グローバ
ルヘルスの指標、HIV/AIDS、結核、マラリアな
どの主要な感染症とその対策について、子どもの
栄養状態など知識伝達型の講義を行った。また、
私が在日ブラジル人の健康支援のためにブラジル
研修で学んだブラジルと日本における、医療と高
齢者ケアの違いについて説明した。また、その経
験を保健師として母子保健分野でどのように活用
したか説明をし、次回の在日外国人への看護を学
ぶ動機づけとした。事後課題は、過去の国家試験
問題から世界の健康問題に関連する問題を選択し
て出題し、授業内容を振り返る機会とした。
４）第４回「在日外国人への看護①」
目標
（1） 在日外国人の現状を理解し、コミュニケーシ

ョンの工夫について説明できる。
上記の目標を達成するために、事前課題では

①在日外国人が日本で医療機関を受診するときに、
どんなことに困っているのか、文献を調べる、②学
生が居住する自治体で生活している外国人の国籍
を多い順に５カ国調べる、「事例から学ぶ」アクテ
ィブラーニングを実施した。

授業は、在日外国人が医療機関を受診するとき
に言葉が通じず困っていることを事前学習で学ん
でいるため、具体的な対応方法は、対面通訳を探
す、母国語に翻訳されたものを使う、通訳者のい
る医療機関を探す、遠隔通訳を使う、機械翻訳を
使う、「やさしい日本語」（武田 他 2021）を使う
ことについて説明をした。「やさしい日本語」は、
阪神淡路大震災で日本語と英語以外での情報が発
信されなかったため、言語が不自由な外国人は、
震災で家が住めなくなるなどの形で被災した上に、

にするが内側のみピンチにはさむ、片方ずつはさ
む、靴下を裏返してはさむ、など様々な意見がみ
られた。乾いた靴下のしまいかたは、靴下を二つ
や三つに折りたたむ、ゴムを返してくるりと丸め
る、ピンチハンガーに干したままでしまわない、
など、こちらも様々な意見がみられた。なぜ、そ
のように干したり、しまったりするか、について
は親のやり方をみて、やピンチにはさんだあとが
目立たないように、などの意見がみられた。

次に、事前課題の日常生活の中で文化が異なる
と感じた場面や実習中に文化が異なると感じた場
面の想起を促した。靴下の干し方、しまいかたの
グループディスカッションを通して、文化とは日
本人同士でも異なるものであること、実習中は高
齢者との文化の違いについて意見が多かったが、
同じ年齢同士でも文化は異なること、靴下の干し
方やしまいかたは親のやり方を参考にしていた学
生が多かったことから、文化は生活習慣による影
響が大きいこと、ましてや生活習慣が異なること
が多い外国人とは文化の違いがあることを振り返
った。異なる文化背景を持つ対象のアセスメント
として、Giger とDavidhizar（2002）の Transcultural 
Assessment Modelを紹介した。このモデルは６つ
の文化的側面から情報を収集し、対象の健康ニー
ズをアセスメントしたのちに、看護過程に基づき
対象の文化を尊重して計画・実施・評価を実践す
るものである。その６つの文化的側面とは「コミ
ュニケーション」「距離感」「社会組織」「時間感覚」

「環境に対する効力感」「生物学的差異」である。
その後レイニンガーの文化ケアの多様性と普遍

性（Leininger 1992）から、文化を考慮したケアに
は「文化ケアの保持または維持」「文化ケアの調整
もしくは取引」「文化ケアの再パターン化もしくは
再構成」と３種類あることを説明した。風邪をひ
いたときに甘酒を飲んでも良いか、子どもでも風
邪をひいたら甘酒を飲んでも良いか、向精神薬を
服用中に甘酒を飲んでも良いか、発熱したら水風
呂にはいっても良いか、など具体的な事例を用い
て多様性のみに着目するのではなく普遍性も考え
る必要があることを理解できるように促した。事
後課題では看護における文化について理解したこ
とを記述する「書かせて思考を促す」アクティブ
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しすぎて普遍性の視点が十分ではない結果であっ
た。その後、事例①（表２）の振り返りを活かし
て、アセスメント演習事例②（表３）を実施した。
事例②（表３）は私の看護師の友人に聞いた事例
である。事例②（表３）は、時間の都合上、ワー
ルドカフェ方式はできなかったので、グループの
意見を全体にシェアする、「事例から学ぶ」アクテ
ィブラーニングとした。学生は、イスラム教を信
仰する母親の意向を尊重して、割礼ができる医療
機関を一緒に探す意見が多かった。しかし、割礼
に関してイスラム教ではコーランには記載がなく
慣行として実施していること（東京経済ONLINE 
2018）、男子の割礼で死亡事故が起きていること

（BBC News Japan 2018）、女子の割礼に関しては
「女性性器切除の廃絶を求める国連10機関共同声
明」（WHO 2010）が出されていることなどを説明
し、レイニンガーの文化を考慮したケアの「文化
ケアの再パターン化もしくは再構成」が必要な事
例であることを説明した。事後課題は過去の国家
試験問題から、在日外国人の看護に関する問題を
選択して出題し、学修内容を振り返る機会とした。

５）第５回「在日外国人への看護②」
目標
（1） 在日外国人に対するアセスメントの特徴につ

いて説明できる。
上記の目標を達成するために、授業中に実施す

るグループワークのもととなる知識として中国に
おける産後の過ごし方について調べる事前課題を
実施した。授業は４～５人を一つのグループとし、
アセスメント演習事例①（表２）をグループでデ
ィスカッションし、静電気シートに記入するグルー
プワークを実施した。事例①（表２）は田代（2017）
が改訂版国際看護学看護の統合と実践（2017）に
記載していた事例を参考にした。その後、グルー
プのホストを一人残し、他のグループメンバーは
他のグループにいき、ホスト役の学生が自分のグ
ループでどのような議論が行われたかを簡潔に説
明したあとで、最初のグループに戻り議論を共有
するワールドカフェ方式を実施した。学生のアセスメ
ントを振り返り、第２回の授業でGigerとDavidhizar
（2002）のTranscultural Assessment Modelとレイ
ニンガーの文化ケアの多様性と普遍性（Leininger 
1992）について既習ずみであるが、多様性に着目

表２　アセスメント演習事例①

１． 産褥３日目の中国人女性は、看護師がすすめても出産後一度もシャワーを浴びようと
しない　担当看護師は創部の清潔保持が妨げられることや、周囲の褥婦に対する不快
感が気になっているが、本人は特に気にしている様子はない

２． あなたは大学で国際看護学を学んだ新人看護師です　同期入職の担当看護師から上記
の相談があったら、どのようにアドバイスしますか？これまでに学んだことを駆使し
てください　スマホ使用可

３． 前回と同様に４～５人のグループに分かれて話し合い、静電気シートに記入をしてく
ださい

４．発表する担当者を決めておいてください
５．発表する学生以外は、他のグループの説明を聞きに行ってください
６． 戻ってきたら、他のグループの意見で参考にしたいことをメンバーに伝えて、色を変

えて追加してください

事例部分は田代麻里江（2017）．第14章多文化共生看護学各論５多文化共生看護の実際：アセスメント．
柳澤理子（編），改訂版国際看護学看護の統合と実践 開発途上国への看護実践を踏まえて（pp.235-236）．
東京，ピラールプレス．より引用

表３　アセスメント演習事例②

１．イスラム教を信仰しているお母さんが、男子を出産しました
２．割礼をしたいので、どこの病院に行けばよいか質問されました
３．あなたは担当看護師です　どのように対応しますか？スマホ使用可
４．事例①と同じグループで話し合いましょう
５．グループメンバーでコンセンサスを得てください
６．発表者を決め、グループメンバーの意見を皆さんの前でシェアしてください
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看護師として活動した経験はないため、青年海外
協力隊としてマラウイ共和国で２年間活動し、そ
の後ネパールの山岳地帯でフィールド調査をした
友人に非常勤講師として講義を依頼した。事後課
題は講義で学んだことを記載するミニッツペー
パーとし、事前・事後課題は「書かせて思考を促
す」アクティブラーニングを実施した。
８） 第８回「多文化共生看護を実践するために必要
な能力」

目標
（1） 国際看護論の到達目標について振り返り、多

文化共生看護を実践するために必要な能力
について説明できる。

第８回は最終回のため、授業の到達目標を振り
返ることを目標にあげた。そのため、第１～７回
の授業を振り返り、授業の到達目標の２）である

「多様な文化背景をもつ人々の生活の支援に必要な
能力とは何か」について考えて記載する事前課題
を課した。授業ではペアになり、事前課題につい
て考えてきたことを共有、議論し意見交換をする
シンク・ペア・シェアを実施した。シンク・ペア・
シェアは、個別に考える時間を与え、話し合う内
容を事前に作っておくことで、スムーズに議論を
進めることができるものである。そしてペアで出
てきた意見を、数組に全体で発表してもらった。
次に到達目標の「１）国際社会における保健・医
療・福祉の現状と課題について説明できる。」「３）
国際社会における健康課題と戦略を理解し、今後
の看護職に求められる役割や責任について考察で
きる。」についても、一人で考える時間を付与し、
さきほどと同じペアで考えを共有し、数組のペア
に全体に発表してもらう「ディスカッションを導
く」アクティブラーニングを実施した。

Ⅳ．振り返りと次年度以降の課題検討
全８回の授業のうち、知識伝達型のみの授業回

は第１回、第３回、第６回、第７回であるが、い
ずれも事前課題、事後課題で「書かせて思考を促
す」アクティブラーニングを実施した。第２回、
第４回、第５回は４～５人のグループで、第８回
はペアで「ディスカッションを導く」アクティブ
ラーニングを導入した。国際看護論という新しい

６）第６回「外国人看護師との協働」
目標
（1） 日本で外国人が看護師として就労する仕組み

を知る。
（2）看護師の国際移動について説明できる。
（3） 日本で働く外国人看護師の抱える問題と協働

する際の留意点を説明できる。
上記の目標を達成するために、事前課題は経済

連携協定（Economic Partnership Agreement、以
下EPAとする）による外国人看護師の受け入れ制
度について調べる「書かせて思考を促す」アクテ
ィブラーニングを実施した。第６回は知識伝達型
で授業中にアクティブラーニングは実施していな
い。制度については事前学習で既習ずみのため、
EPA送り出し国のインドネシア、フィリピン、ベ
トナムの保健指標、死因、医療従事者数、病床数、
看護教育制度を比較した。EPA送り出し国では日
常生活援助の実施は家族に任せており、看護師は
経験が少ないこと、申し送りや電話など口頭での
報告が苦手であること、わからなくてもわかった
という傾向があることなどを伝えた（日本国際看
護学会 2020）。また、国際看護師協会（ICN）は、
看護師の国際キャリア移動について「多文化的な
実践や学習機会の充実など、好ましいアウトカム
をもたらす可能性がある。」（日本看護協会 2019）
として支持する方向であるが、多くの文献から看
護師の国際移動のメリットだけではなくデメリッ
トもあることを伝えた。知識伝達型の授業だった
ため、理解度の確認を促すために事後課題は看護
師の国際移動によるメリットとデメリットを記載
する「書かせて思考を促す」アクティブラーニン
グを実施した。
７）第７回「国際協力におけるプライマリヘルスケア」
目標
（1） 国際協力におけるプライマリケアの実践を理

解する。
上記の目標を達成するために、事前課題は、本

学科で活用できるWeb教材であるナーシングチャ
ンネルhttps://www.shukutoku.ac.jp/library/chiba2/
seek.htmlにログインし、「国際機関と世界のつな
がり」を視聴後、プライマリヘルスケアとは何か、
について調べて記載することとした。私は海外で

しすぎて普遍性の視点が十分ではない結果であっ
た。その後、事例①（表２）の振り返りを活かし
て、アセスメント演習事例②（表３）を実施した。
事例②（表３）は私の看護師の友人に聞いた事例
である。事例②（表３）は、時間の都合上、ワー
ルドカフェ方式はできなかったので、グループの
意見を全体にシェアする、「事例から学ぶ」アクテ
ィブラーニングとした。学生は、イスラム教を信
仰する母親の意向を尊重して、割礼ができる医療
機関を一緒に探す意見が多かった。しかし、割礼
に関してイスラム教ではコーランには記載がなく
慣行として実施していること（東京経済ONLINE 
2018）、男子の割礼で死亡事故が起きていること

（BBC News Japan 2018）、女子の割礼に関しては
「女性性器切除の廃絶を求める国連10機関共同声
明」（WHO 2010）が出されていることなどを説明
し、レイニンガーの文化を考慮したケアの「文化
ケアの再パターン化もしくは再構成」が必要な事
例であることを説明した。事後課題は過去の国家
試験問題から、在日外国人の看護に関する問題を
選択して出題し、学修内容を振り返る機会とした。

５）第５回「在日外国人への看護②」
目標
（1） 在日外国人に対するアセスメントの特徴につ

いて説明できる。
上記の目標を達成するために、授業中に実施す

るグループワークのもととなる知識として中国に
おける産後の過ごし方について調べる事前課題を
実施した。授業は４～５人を一つのグループとし、
アセスメント演習事例①（表２）をグループでデ
ィスカッションし、静電気シートに記入するグルー
プワークを実施した。事例①（表２）は田代（2017）
が改訂版国際看護学看護の統合と実践（2017）に
記載していた事例を参考にした。その後、グルー
プのホストを一人残し、他のグループメンバーは
他のグループにいき、ホスト役の学生が自分のグ
ループでどのような議論が行われたかを簡潔に説
明したあとで、最初のグループに戻り議論を共有
するワールドカフェ方式を実施した。学生のアセスメ
ントを振り返り、第２回の授業でGigerとDavidhizar
（2002）のTranscultural Assessment Modelとレイ
ニンガーの文化ケアの多様性と普遍性（Leininger 
1992）について既習ずみであるが、多様性に着目

表２　アセスメント演習事例①

１． 産褥３日目の中国人女性は、看護師がすすめても出産後一度もシャワーを浴びようと
しない　担当看護師は創部の清潔保持が妨げられることや、周囲の褥婦に対する不快
感が気になっているが、本人は特に気にしている様子はない

２． あなたは大学で国際看護学を学んだ新人看護師です　同期入職の担当看護師から上記
の相談があったら、どのようにアドバイスしますか？これまでに学んだことを駆使し
てください　スマホ使用可

３． 前回と同様に４～５人のグループに分かれて話し合い、静電気シートに記入をしてく
ださい

４．発表する担当者を決めておいてください
５．発表する学生以外は、他のグループの説明を聞きに行ってください
６． 戻ってきたら、他のグループの意見で参考にしたいことをメンバーに伝えて、色を変

えて追加してください

事例部分は田代麻里江（2017）．第14章多文化共生看護学各論５多文化共生看護の実際：アセスメント．
柳澤理子（編），改訂版国際看護学看護の統合と実践 開発途上国への看護実践を踏まえて（pp.235-236）．
東京，ピラールプレス．より引用

表３　アセスメント演習事例②

１．イスラム教を信仰しているお母さんが、男子を出産しました
２．割礼をしたいので、どこの病院に行けばよいか質問されました
３．あなたは担当看護師です　どのように対応しますか？スマホ使用可
４．事例①と同じグループで話し合いましょう
５．グループメンバーでコンセンサスを得てください
６．発表者を決め、グループメンバーの意見を皆さんの前でシェアしてください
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松下・石井（2016）は、学修評価を直接評価／
間接評価と量的評価／質的評価の２つの軸から４つ
のタイプに分類している（図１）。この４つのタイ
プにもとづいて振り返ると、直接評価／量的評価
であるタイプⅢ：客観テストは、定期試験は全問
記述式としたが正解率は約80％と高かった。特に
第４回のグループワークで実施した「やさしい日
本語」に変換する問題は、ほぼ100％の正解率だ
った。不正解が多かったのはプライマリヘルスケ
アに関することであった。間接評価／質的評価で
あるタイプⅠ：学修者による自分の学びについて
の記述は、第８回のシンク・ペア・シェアで全体
に発表した内容から評価することができる。教員
が理解してほしいと考えていたことは事前にパワー
ポイントを作成しており、それらの内容はおおむ
ね発表されていた。到達目標ごとに発表で不足し
ていたことをみると、到達目標１）では、グロー
バルに考えると保健・医療・福祉に関して地域の

知識を得るためには「書かせて思考を促す」アク
ティブラーニングが、そして就職後に在日外国人
の看護や外国人看護師と協働するためには「ディ
スカッションを導く」アクティブラーニングによ
って思考の転換やコミュニケーション技術を身に
つけることが必要と考えたため、アクティブラー
ニングを使い分けた。アクティブラーニングを導
入する目的は学生が主体的に学修し、授業の到達
目標を達成することにある。そこで、大学で実施
している授業アンケートの「あなたは、シラバス
に記載された到達目標を達成できましたか？」の
質問項目では、2022年度は「４大いにそう思う」
50％、「３ややそう思う」40％、「２あまりそう思
わない」10％、2023年度は「４大いにそう思う」
75％、「３ややそう思う」25％だった。しかし、
これは2022年度の履修者数52名中10名、2023年
度の履修者数21名中４名の回答であるため、信頼
性に欠ける。

間接評価

直接評価

質的評価量的評価

Ⅱ

質問紙調査
（例）学習行動、学習観、興味・
関心、能力などに関する質問紙

Ⅰ

学習者による自分の
学びについての記述

（例）感想文・ミニッツペーパー

　　 パフォーマンス評価
（例）多様な作品や実演
　　 ポートフォリオ評価
（例）学習の証拠資料

Ⅳ

（例）多肢選択問題、正誤問題、
 順序問題、求答式問題

Ⅲ

客観テスト

図１　学習評価の４つのタイプ（著者及び出版社に許諾を得て掲載）
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Ⅴ．利益相反
本実践報告について、記載すべき利益相反はない。
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